
令和6年度　「学校評価結果報告書」
学校法人　嶋田学園
鶴山台国際幼稚園

1 教職員の資質向上
子どもにとってよりよい教育の
ためにどのような取組みをしま
したか？

A

2 教職員間の連携強化
会議や終礼等の情報共有によっ
てどのような取組みをしました
か？

A

運動会や発表会などの行事では必要に応じて保育に加わり、全体が円滑に進
むよう連携を強めました。日々の保育では、子どもの特性や気持ちに寄り添
い、丁寧な声かけや絵本活動を通じて生活習慣や礼儀も育みました。職員同
士の情報共有を大切にし、個々に応じた関わりで、安心して過ごせる環境づ
くりに努めました。

日々の終礼や会議、共有ノートを通じて、各クラスの様子や連絡事項を職員
全体で共有し、情報の行き違いを防ぐ体制を整えました。時間帯や配置にも
配慮し、伝達の場を確保。些細なことでもすぐに報告・相談し合い、全員が
同じ情報を持って保育にあたれるよう努めました。

Ⅰ．教育目標

Ⅱ．今年度の重点目標

Ⅲ．自己評価項目と取組み状況

自己評価項目 取組み内容

当園ではこの度、令和6年度の幼稚園学校評価として、教職員自己評価及び学校関係者評価、保護者

アンケートを実施いたしました。教職員一人ひとりが、自らの教育活動や園運営の状況を振り返ること

で、自身や園全体を見つめ直すいい機会となりました。

また、それぞれの評価結果について、皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性な

どを明らかにすることができました。この評価結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境

の整備、教職員の資質向上に努めてまいります。

身体も心ものびのびと過ごせる、情操と知育を総合させた教育を目指しています。

きちんとした価値観やモラルを身につけること。それが心身を健やかに成長させ、子どもの未来を創る原動力となります。

保育するうえでは、「徳育、知育、体育、国際化（英語教室）」の４つの理念を大切にし、その中で息づく「こころ」を育てる

教育を実践しております。

きちんとしたモラルを身につけ、親孝行で将来社会の役に立つ人として育っていくよう、教諭、講師、職員の力をあわせ、

お子様達の保育をすすめてまいります。

●教職員の資質向上 ●教職員間の連携強化 ●安全管理体制の充実 ●園全体の発展
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3 安全管理体制の充実

子どもたちが安全に遊具を利用
できる環境を整えるために、遊
具の確認を定例化して行う。避
難訓練の回数やその方法・設定
について再度検討する。

B

4 園全体の発展
園全体の発展につなげるため、
保護者アンケートの集約意見を
教職員全体で考察する。

B

1 教職員の資質向上

2 教職員間の連携強化

3 安全管理体制の充実

4 園全体の発展

■アンケートの集計結果

＜乳児クラス＞

Ⅳ．今後取り組むべき課題

子ども一人ひとりに丁寧に関わる姿勢が定着してきたが、より専門性の高い保育を目指し、研修で得た学びの実践
や保育の振り返りを継続して行っていきたい。保育の質の均一化にも取り組んでいきたい。

終礼やノートでの共有は進んでいますが、情報伝達のタイミングや方法に個人差があるため、誰もが必要な情報を
確実に共有できる体制の整備を行っていきたい。

遊具点検は当番制を徹底し、抜けや見落としのないよう責任を明確にして実施していきたい。また、避難訓練では
慣れからくる緩みを防ぎ、常に緊張感を持って取り組めるよう工夫して行っていく。

保護者アンケートの活用が進み、意見をもとに改善も図られていますが、対応がクラスごとに分かれる場面も見ら
れました。全体での課題共有と、対応方針を統一しながら園全体での質の向上を目指していきます。

Ⅴ．保護者アンケートの結果

自己評価項目 取組み内容

毎月の避難訓練では様々な状況を想定し、子どもと振り返る機会も設けなが
ら、安全意識を高めました。訓練ごとに職員間で成果や課題を共有し、改善
を重ねています。また、遊具やおもちゃの破損確認、保育者の見守り位置の
工夫など、日々の保育の中でも安全管理に努め、子どもが安心して過ごせる
環境づくりを行いました。

保護者アンケートを全職員で共有し、頂いた意見を真摯に受け止め、改善で
きる点には積極的に取り組みました。子どもの成長を保護者と共有できたこ
とを励みに、日々の言葉がけや指導を見直し、全体で話し合いながら園の質
の向上を図っています。今後も保護者との対話を大切にし、信頼される園づ
くりに努めてまいります。
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質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問５

お子さんは、園に登園

することを楽しみにし

ていますか？

お子さんは、感受性が

豊かだと感じるときが

ありますか？

お子さんは、クラスの

先生に親しみを持って

いますか？

お子さんは、園生活で

成長していると感じま

すか？

お子さんは、自園給食

の内容に満足していま

すか？
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＜満3歳児・年少・年中・年長クラス＞

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問５

お子さんは、誰にでも

自分から挨拶をした

り、感謝の気持ちを伝

えることができていま

すか？（ありがとうの

言葉など）

お子さんは、感受性が

豊かだと感じるときが

ありますか？

お子さんは、話を聞く

時、相手の目を見て聞

くことができています

か？

お子さんは、お家で進

んでお手伝いをするこ

とができますか？

お子さんは、絵本に興

味を持ち、読んでもら

おうとする姿勢が見ら

れますか？

質問６ 質問７ 質問８ 質問９ 質問１０ 質問１１

お子さんは、集団生活の

基本（順番を守るなど）

がきちんとできています

か？

お子さんは、体育活動

（跳び箱、縄跳び、鉄

棒、一輪車、ボールな

ど）を楽しみにして

いますか？

お子さんは、園に登園す

ることを楽しみにしてい

ますか？

お子さんは、体育活動を

通じて、体が丈夫になっ

たと思いますか？

お子さんは、英単語や英

語の歌などに興味を示し

ていますか？

お子さんは、自園給食の

内容に満足しています

か？
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以上

Ⅵ．学校関係者の評価

　以前は、大人に対して人見知りすることもあり、挨拶や自分の気持ちを伝えるのが少し苦手でした。年少になってからは、本人もしっ
かりしてきて、会話もきちんと通じるようになったため、家庭でも少し厳しく接するように心がけていました。園でも丁寧にご指導いただ
いているおかげで、今ではしっかりと相手の目を見て挨拶ができるようになりました。
日によって波はありますが、「今日、体操だったよ！」「こんなことをしたよ！」とその日の出来事を嬉しそうに話してくれることも多く、楽
しく通園しているようです。英語の歌もよく口ずさんでおり、園でのさまざまな経験を楽しんでいる様子が伝わってきます。

　私は外部講師として、園や先生方と関わらせていただいております。日々の体育活動においては、体育講師である私に任せきりに
するのではなく、担任の先生方が連携を取りながら、積極的にご協力くださっています。
例えば、活動内容の提案や相談、けが防止のための声かけ、苦手な子どもへの励ましやフォローなど、真剣に取り組んでいただいて
おります。特に、跳び箱・逆上がり・縄跳びといった種目を苦手とする子どもたちに対しては、体育の時間だけでなく、普段の戸外遊び
の中でも積極的に関わっていただいており、大変うれしく思っております。今後も先生方との連携を大切にしながら、子どもたちにとっ
てより良い体育活動を目指してまいります。

■アンケート結果の考察（気付いた事・今後の課題など）
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